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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 
	
 

光化学系 I循環的電子伝達は、C3型よりも C4型植物において活性が高くなっていることから、C4代

謝に必要な ATP供給を行っていることが示唆されている。Flaveria属植物には、C3型、C4型に加え

C3-C4中間型の光合成を行う中間種や、より C4型に近い光合成を行う C4様種が存在する。C3型から

C4型への進化の過程で C4代謝経路の発達に伴って光化学系 I 循環的電子伝達系がどのように変化し
たのか明らかにするために、C3種、C3-C4中間種、C4様種、C4種を含めた 8 種の Flaveria 属植物を
用いて、光化学系 I循環的電子伝達活性とそれに関わるタンパク質発現量、チラコイド膜構造の解析
を行った。クロロフィル蛍光の一過的上昇値から見積もられる、葉緑体 NADP dehydrogenase (NDH)
活性は、中間種と比較して C4種と C4-like 種で著しく高くなっていた。また、NDH 複合体サブユニ
ットの NDH-H 発現量も同様な差異を示した。一方、P700 の酸化速度から見積もられる光化学系 I
循環的電子伝達活性は C4-like 種と比較して C4 種で著しく高かった。Ferredoxin-plastoquinone 
reductase (FQR)活性に関与する PGR5発現量の増加、また維管束鞘細胞の葉緑体におけるグラナ構
造の減少も C4-like 種から C4種間で大きな違いが見られた。C4代謝酵素の発現量は中間種で既に増

加していることから、光化学系 I 循環的電子伝達系は C4代謝酵素の発現量の上昇と共に強化された

のではなく、進化プロセスの中間型から C4型へ移行する際に発達したと推察される。 
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